
 

 

 

 

 

 

  Ｃｕｂｅ方位極点図の平滑化 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｃｕｂｅ｛１００｝極点図の平滑化は、各極点図処理ソフトウエアで異なります。 

  特に、粒径が大きい試料や微小領域測定の場合、平滑化が必要です。 

  ご使用のソフトウエアの平滑化を把握してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０２月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 粒径の粗い試料や微小領域の極点図では極点図が凸凹することがあり、極点処理プログラムでは 

   極点図の平滑化が行われています。この処理は非常に難しい処理になります。 

   測定粒径数の少ないデータから粒径の多いデータは得られませんが、綺麗な極点図を得るために 

   平滑化が行われています。 

   この平滑化で難しい箇所は、極点図のα方向の両端です。 

   特にＣｕｂｅ方位の｛１００｝極点図は平滑化が難しいと思われます。 

    

 青：β軸０度と９０度のα方向プロファイル 赤はＴＤ軸９０度回転 

  

       PoleFigureProfileソフトウエアで比較 

 極点図の中心の極密度が高い。 

 

 

 

 



市販されている極点図の平滑化例  

Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法（α方向 5点、β方向 5点） 

入力極点図     計算結果（規格化なし） 

   

  

 

 この方法は、大きく平滑化を行うと、裾野付近にＶ字の窪みが発生します。 

 

 

 

 

 

 



周辺データを用いる場合 

Ｃｙｃｌｅ＝２、Ｗｅｉｇｈｔ＝９ 

入力極点図     計算結果（規格化なし） 

   

 

 

 この方法は、粗大粒径の平滑化に活用できますが、VolumeFractionに影響が出ます。 

  

 

 

 

 

 



Ｓｍｏｏｔｈｉｎｇ Ｆａｃｔｏｒをｄｅｆａｕｌｔ＝１０の場合 

入力データ     計算結果（規格化なし） 

   

 

 処理内容が不明であるが、極点図の中心と外周の強度比が大きすぎる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図の問題点 

Ｃｕｂｅ方位を平面で表す 

  

極点図の外周部分のα方向は対称操作が可能 

  (80,180),(85,180),(0,0),(5,0),(10,0)のように 

 例えば(0,0)の周辺は 

   (85,180) 

  (0,355)   (0,0)    (0,5) 

    (5,0) 

しかし、極点図の中心部分の周辺は 

   (85,0) 

   (90,0)   

   (95,0) 

 となり、データ点数が減少する。 

 

市販されているソフトウエアの周辺データを用いる方法では、 

中心部分に用いるデータ数に問題がありました。 

この問題を解決する方法に極点図の回転を導入しました。 

方法は 

１）ＤＡＴＡに対し通常の平滑化を行いＤＡＴＡ１とする 

２）ＤＡＴＡを極点図のＴＤ軸に４５度回転しＤＡＴＡ２とする 

３）ＤＡＴＡ２を通常の平滑化を行いＤＡＴＡ３とする 

４）ＤＡＴＡ３をＴＤ軸に対しー４５度回転を行いＤＡＴＡ４とする 

５）ＤＡＴＡ４のα軸７５度から９０度データをＤＡＴＡ１に上書きする 

 

ＤＡＴＡ１を平滑化データとする。 

 

 

 

 

 



ＴＤ軸回転 

 Ｃｕｂｅ方位をＴＤ軸に対し４５度回転 

 

 

         PFRotation ソフトウエア 

 

 回転前     回転後 

  

 

 平滑化データの入れ替えは、赤丸部分を入れ替える。 

 この方法で、全ての点で周辺４点の平滑化が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 



極点図の中心付近にＴＤ軸回転データを用いる場合 

入力データ    平滑化データ（規格化なし） 

   

 

 

 

この方法は、回転しない方法に比べ、VolumeFraction精度がアップします。 

 

 

 

 

 

 



実際のデータに応用 

入力データ 

 

TD回転なしの平滑化（２－９）規格化なし 

 

TD回転ありの平滑化（２－９）規格化なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実際のデータに応用 

入力データ 

 

TD回転なしの平滑化（２－９）規格化なし 

 

TD回転ありの平滑化（２－９）規格化なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎへの影響 

入力データ 

 

ＴＤ軸回転なし（Ｃｙｃｌｅ＝５，Ｗｅｉｇｈｔ＝９） 

 

ＴＤ軸回転あり（Ｃｙｃｌｅ＝５，Ｗｅｉｇｈｔ＝９） 

 

 ｛２００｝極点図の極密度がアップする。 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる VolumeFraction 計算 

ＴＤ軸回転なし（Ｃｙｃｌｅ＝５，Ｗｅｉｇｈｔ＝９） 

 

ＴＤ軸回転あり（Ｃｙｃｌｅ＝５，Ｗｅｉｇｈｔ＝９） 

 

 ｛２００｝極点図中心部分の極密度が真球の為、大きな違いは発生していません。 

 今後、ＣＴＲソフトウエアでは、ＴＤ軸回転手法を採用致します。 

 


